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特別支援教育に携わる教員の専門性向上のための 
テレビ会議システムを活用したオンサイト研修の検討（４） 
 
－特別支援学校の教員を志す学部学生の講義への活用－ 
 
坂本 裕＊1・松本和久＊2・池谷尚剛＊1・廣嶌 忍＊1 

谷崎 毅＊1・平澤紀子＊3・神野幸雄＊3・冲中紀男＊4 

 

大学における特別支援学校教員養成の科目内での実習として特別支援学級の授業参観にテレビ会議シス

テムを利用した事前説明・事後指導（授業研究会）を付加した．事前説明では参観授業の授業者が受講生

に授業構成の意図や観察するポイントの説明を行った．事後指導（授業検討会）では受講生から授業者の

質問や意見に授業者が回答したり，授業者が受講生に感想を求めたりした．実施後の受講生による本取組

に対する評価は概ね良好であった．このことから，特別支援教育の教育実践を実際に参観したことが少な

い受講生にとって，テレビ会議システムを用いての事前・事後学習を設定した授業観察の有効性が示唆さ

れた． 
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１．はじめに 

 

特別支援教育に携わる教員の専門性向上のための

テレビ会議システムを活用したオンサイト研修につい

て，第一報では特別支援学校と大学を結んでの研究授

業の事前及び事後検討について，第二報では大学で開

催した講演会を特別支援学校に同時配信しての研修会

について，更に，第三報では岐阜大学特殊教育特別専

攻科に社会人入学した教員への大学での講義を同時配

信した研修システムについて検討を加えた（坂本・谷

崎・三牧・池谷・廣嶌・平澤・神野,2006.，平澤・神野・池谷・

坂本・廣嶌・谷崎・大井・冲中，2007.，平澤・神野・池谷・坂

本・廣嶌・谷崎・大井・冲中，2007)．第四報となる本稿で

は特別支援学校の教員を志す学部学生の講義にて，テ

レビ会議システムを活用し，授業参観の事前説明，な

らびに，参観後に授業検討会を実施した事例を報告す

る． 

 

２．運用例 

 

(1) 対象授業 

 2006 年度養護学校教員養成課程２年次専門科目

「知的障害児教育学」 

 受講生 18 名 

 

(2) 参観授業及び事前説明・事後指導（授業研究会） 

① 事前説明 

 2006 年６月 21 日（水）１限 

資料１のような研究授業の学習支援案を岐阜大学

の学習支援システムであるBlackboard社製のLMSで 
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あるBlackboardを岐阜大学仕様にしたAIMS-Gifuに

事前に掲載しておき，学生が各自でダウンロードし，

事前に通読するようにした．そして，写真１のように

教育学部と附属中学校をTV会議システムでつなぎ，

50分程度のレクチャーを実施した． 
② 授業参観 

 2006 年６月 24 日（土）  

岐阜大学教育学部附属中学校中間研究発表会での以

下の研究授業を写真２のように参観した． 

 作業学習 単元「岐阜大学生協に納品しよう」 

 数学 単元「買い物をしよう」 

 美術 単元「おいしそうな野菜！！」 

 

③ 事後指導（授業研究会） 

 2006 年６月 28 日（水）１限 

 教育学部と附属中学校を TV 会議システムでつな

ぎ，80 分程度の授業検討会を実施した． 

 

(3) 受講生の評価 

① 事前説明 

 ＜利点＞ 

 ・学習支援案にそっての説明があり，より具体的に

授業の流れを掴むことができた． 

 ・学習支援案を深く読むことができた． 

 ・学習支援案が細かなところまで検討されているこ

とに驚いた． 

 ・毎日生徒と一緒に過ごす中でのその場その場の対

応だけでなく，綿密な事前の検討が必要なことを

知った． 

 ・生徒一人一人にあった支援を事前に十分検討して

おくことがわかった． 

 ・作業学習における「場の配置」や「単元構成」に

ついて聞くことができ，その大切さがわかった． 

 ・個別の目標が「～することで・・できる」となっ

ていて，手立ての検討が大切なことがわかった． 

 ・授業を参観する際のポイントがわかった． 

 ・授業の参観の仕方がわかった． 

② 事後指導（授業研究会） 

 ＜利点＞ 

 ・講義で聞いて頭ではわかっていることも，実際に

授業をみて，また，話を伺って実感できた． 

 ・先生方の授業に対する構えや思いがわかってよか

った． 

 ・先生方が様々な配慮をなさっていることがわかっ

た． 

 ・授業では個々の生徒にどのような支援が必要かを

教師が把握し，教師から働き掛けることが大切な

こととわかった． 

 ・他の人がどのような意見をもっているのかや，ど

のように感じているのかを知ることができた． 

 ・個々への対応の大切さと難しさを感じた． 

 ＜改善点＞ 

 ・たくさん聞きたいことがあったが，時間が限られ

ていて残念だった． 

 ・授業参観から日が空いたので，その場で感じたこ

とを伝えることが難しいところもあった． 

 

(4) 授業者の自己評価 

 今回，事前説明を行ったことで，受講生に授業のポ

イントを明確に示すことができたと思われる．また，

中間研究発表会当日にも研究会を開催しているが，授

業を通して研究主題について議論されるため，学部生

である受講生のニーズとは異なるであろう．今回のよ

うに参観した受講生を対象とした事後指導（授業研究

会）の場を設けたことで，一人一人の質問に回答する

ことができ，学生にとって有意義な研究会になったと

思われる．自らの学生時代を振り返ったとき，学習支

援案を読むだけでは授業のポイントを理解することは

写真２ 研究授業参観の様子 
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難しかった覚えがある．また，教師が実際に研究授業

を参観する際には，事前に学習支援案を熟読し，時に

は事前研究会を開催して，明確な視点をもって臨むこ

とになる．こう考えたとき，研究授業を参観する受講

生が授業当日に学習支援案を入手して参観するだけで

はなく，今回実施したような事前・事後指導の必要性

を強く感じた． 

 

(5) 講義担当者の自己評価 

 これまでの講義においても，特別支援学校や特別支

援学級の授業研究会に参加することを組み込んでいた

が，受講生の授業評価をとおして，事前説明の重要さ

を痛感した．つまり，事前に配付された学習支援案を

読むだけでは，事前に押さえておくポイントをそれ以

前の講義で行ったとしていても，受講生には容易なこ

とではなかったのである． 

 また，事後指導（授業研究会）で予定した時間では

不足するほどに受講生からの質問や発言が授業者にテ

レビ会議で発せられたことも想定外のことであった．

大学教員が推測で回答よりも，研究授業を実際に立ち

上げて検討を加え，実践した授業者が詳細で，的確な

回答が受講生にとって，その活発さを導き出すものに

なったと思われる． 

 

３ おわりに 

 

特別支援教育，特に，特別支援学校や特別支援学級

の教育活動は学生自らが児童生徒としてその場に身を 

おき，実体験したことがほとんどない教育活動であ

り，どうしても大学での講義だけでは理解が難しいこ

ともある．そのため，実際の授業の観察参加を必須と

しながらも，時間的制限等で十分に実施ができない状

況でもあった．しかし，今回報告したように授業の観

察参加の事前・事後にテレビ会議システムでの指導を

配置することで，受講生の学びがより進むことが確認

できた．今後，更に専門性のより高い特別支援学校教

員の養成にテレビ会議システムの活用等の検討を進め

ていきたい． 
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